
2.1客観的な評価を模索して 
	 1) OPIからOJAE研究へ 

2)  CEFRの複文化複言語主義が学生の中に定着 

3) OJAE応用の修了口頭試験を採用 

　　クラス活動の変化につながる 

 

 

	

 
 
	

発表2　テストがクラスのあり方そのものを変えていく 
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2.2　シラバスの流れ 
	1.  ３年間のシラバス作り→教材決定→相互理解の基に到達目標を 

 「B2」 に決定 

2.　自由テーマの３分スピーチ→１０のテーマ「歴史、企業、人生、 

 教育、食生活、エネルギー、経済発展、異文化、人、言葉」で 

 語彙の定着を図る→二人１組での発表 

３．　メディアの授業（ニュース） 

４.　 口頭試験の試験形態についてDVDで表示: 

  学生自身の気づき！ 

５．　評価の基準を説明→何が測られるかの理解を促す 
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2.3　CEFR-OJAE B２レベルとは： 

 　自らの言葉で話し、意見をまとめる力	
 

１）習得した語彙を自らの言葉として使いこなす　　 

２）自らテーマを選び、掘り下げる 

３）意見を短く要領よくまとめる能力 

４）対話できる能力：反論あり、同意があり、その中から新しい 

 見方が導かれる 
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2.4 評価する側の姿勢	
１）　口頭試験の形態を示し、繰り返し議論 

　　　OJAEの基準ビデオの使用→自発的な練習 

２）　試験の際のパートナーを決める 

３）　何をどういう基準で測るか、評価の基準を明示 

４）　フィードバックが可能 

　　　今後の勉強の方向性を示す	
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2.5 生きたコミュニケーション 
に求められるもの　（参照：第3発表）	

１）　相手の意見を丁寧に聴き取る 

２）　相槌を打つ 

３）　理解を示す／反意を示す 

４）　助け舟を出す 

５）　相手の意見をまとめ、自らの意見を深める 

６）　多様な意見を統合→新しい発見 

 二人で真摯にテーマに取り組み、二人で築き 

　  上げる対話	
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2.6 どのように測るか 
	１）　対話の二人を比べるものではない 

２）　競合ではない 

３）  基準に基づいてCEFRの５領域で測る 

４）　５領域を等分に評価（２領域づつ） 

５）　対話を測る 

　　　対話に向かう意欲を評価→コミュニケーションの場	
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2.7.1 授業者：新しい発想の試験	

1)  従来の試験と違い、試験官が被験者に質問をして答えを求
めるものではない 

2)  被験者同士が対話→二人が築きあげたもの→自分の言葉
で語り出す→力を出し切る 

3)  ハラハラする瞬間の場を仕掛ける 
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2.7.2 学生：次に繋げるためのステップ	

1) 生きた対話から、新しい思考が芽生えた 

2) 単なる試験で終わるのではなく、次のステップに向
かって歩き出すための示唆が得られた 

3) 試験後の清涼感！達成感！ 
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2.8 コミュニケーションを測るとは 

 - OJAE設計図から -	
情報発信： 
(11)過程を説明する、(12)提案する 
(13)文脈指示のこそあ 
(14)モダリティ表現  
(15) 考えを述べる 

 
やりとり：　 
（３０）人物インタビュー 
（３８）明確さを求める 
 (39)発言を訂正する 

やりとり管理：             
 (46)場面を適切に把握して話を進める 
 
社会言語適切さ： 
（４９）待遇表現　常体/敬体（49）の区 
別可能	
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2.9.1　OJAE 基準表　５領域評価 
   階層性　「交話力」を例に	
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https://eijale.wordpress.com/
  

配布資料	

テスト評価５領域（暫定版	
	2018.08.03	現在）	
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1）使用幅:　慣れた話題の範囲でなら意見を述べたり交換したり

する際にも適切な語彙を使用 

２）正確さ:　簡単な文法構造はほぼ正確に使用。複雑な文法構造
への挑戦もある 

３）流暢性:　長めの自由発話では、時々つっかえることはあっても
一定のスピードを保つ 

４）結束性:  使える結束表現は限られていても、まとまりのある発
話へ繋げる 

５）交話力:　多少違和感は残るが、適切なときに発話権を取る。
相手の発話を誘ったり、理解を確認。話を展開させていく 

 

 

 

2.9.2 B２　評価５領域　基準表 
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B２評価シート：　X　１　◯　の意味	
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2.10 標準化会議➡自他評価の比較 
 仕掛け人(^^)OJAE「協働評価鍛錬の場」	

➡現在では、携
帯でも可能！ 
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標準化会議➡「協働評価鍛錬の場」➡ 

おもしろい会議終了後の充実感の中	
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終わりに　	

1. 標準化会議（キャリブレーション）を是非いっしょに！ 

2. 個人間のズレを知る 

3. 機関間のベンチマーキングのズレを知る 
 

➡➡CEFR圏内は日本語口頭試験評価の統一化へ！ 
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